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F、

特別展「津山藩士・飯塚竹斎とゆ
一絵を描いた武士たち－」

L

特別展「津山藩士・飯塚竹斎とゆ
一絵を描いた武士たち－」

L

津 飯塚竹斎とゆか

絵 描 武

りの画人塚竹斎とゆかりの画人

を開催いたします。を開催いたします。
P

津山藩士で文人画家でもある飯塚竹斎は藩の

御用絵師ではありませんでしたが、すぐれた才

能を発揮し、多くの作品を残しています。今回

の展覧会ではこの飯塚竹斎にスポットをあて、

地元津山に残されている作品を中心に、そのゆ

かりの人々の作品を展示をします。
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【会期】

10月16日（土）～11月21日（日）

【記念講演会】

11月7日（日）

午後1時30分～午後3時30分

W

I

一コ

8秒
Ⅱ

I

※新型コロナウイルス感染の状況により

予定を変更する場合がございます。

ご了承ください。 水墨山水図 双鶴伴雛図

ノし

｢世界の布Ⅱ一刺繍の魅力一」世 布 繍界ミー作画展 開催。

【会期】 7月31日（土)～9月5日（日）

津山市文化功労表彰者の三好基之先生が長年にわた

り収集されてきた世界の布のうち、今回はウズベキスタ

ンの刺繍布・スザニを中心にイランの刺繍布も展示して

います。

I

鱸一､＝

一
一

■ ■企画展｢鍬形惹斎 江戸一目図とその世界」界 を開催しました。

【会期】 6月22日（火）～7月25日（日）

江戸一目図屏風の複製が展示されている東京スカイツリーの展望デッキで、悪天候のときに上映され

ている「江戸一目図漫遊記｣を特別に公開しました。この映像は､最新のデジタル技術が駆使されており、

江戸一目図屏風に描かれている人や舟などが動きます。皆様長時間見入っておられました。

L
函
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は
じ
め
に

津
山
松
平
藩
文
書
の
「
国
元
日
記
」
に
は
、
津
山
に

お
け
る
重
要
な
出
来
事
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
元
禄
十

一
年
（
一
六
九
八
）
か
ら
明
治
四
年
（
一
八
七
二
ま

で
の
こ
さ
れ
て
い
る
。
「
国
元
日
記
」
は
、
今
ま
で
『
津

山
市
史
』
や
『
岡
山
県
史
』
を
始
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
研

究
に
用
い
ら
れ
て
き
て
い
る
も
の
の
、
「
国
元
日
記
」

自
体
に
つ
い
て
は
、
『
岡
山
県
史
津
山
藩
文
書
』
に
お

い
て
「
御
用
所
の
日
記
と
み
て
よ
い
」
と
さ
れ
（
註
１
）
、

約
半
ペ
ー
ジ
の
解
説
が
あ
る
程
度
で
、
そ
の
編
さ
ん
過

程
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
今
回
は
、
「
国
元
日
記
」

宝
永
三
年
（
一
七
○
六
）
五
月
二
日
の
記
述
を
中
心
に
、

断
片
的
で
は
あ
る
が
、
「
国
元
日
記
」
が
ど
の
よ
う
に

編
さ
ん
さ
れ
た
の
か
考
え
た
い
。

朝
倉
文
左
衛
門
か
ら
当
番
大
目
付
へ

宝
永
三
年
五
月
二
日
、
朝
倉
文
左
衛
門
は
参
州
様
（
松

平
綱
国
）
御
用
を
当
分
承
る
よ
う
に
仰
せ
付
け
ら
れ
た
。

続
い
て
、
こ
の
よ
う
に
文
左
衛
門
が
仰
せ
付
け
ら
れ
た

の
で
、
「
向
後
日
記
方
之
御
用
当
番
之
大
目
付
可
相
勤

由
豈
写
真
傍
線
部
①
）
と
命
じ
ら
れ
た
。
こ
こ
か
ら
、
「
日

記
方
之
御
用
」
が
朝
倉
文
左
衛
門
か
ら
当
番
大
目
付
へ

移
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
（
註
２
）
。

朝
倉
文
左
衛
門
に
つ
い
て
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、

「
国
元
日
記
」
の
記
述
か
ら
、
宝
永
二
年
三
月
ま
で
に

御
奏
者
番
席
と
な
っ
て
い
る
。
前
出
の
当
該
箇
所
で
は
、

役
職
が
記
さ
れ
ず
個
人
名
の
み
の
表
記
と
な
っ
て
お

り
、
朝
倉
一
人
が
請
け
負
っ
て
い
た
「
日
記
方
之
御
用
」

を
、
こ
の
日
を
境
に
当
番
の
大
目
付
と
い
う
役
職
が
勤

め
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
う
る
。

で
は
、
編
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
た
の
だ

ろ
う
か
。

編
さ
ん
方
法

「
国
元
日
記
」
宝
永
三
年
五
月
二
日
の
前
出
の
箇
所

に
ひ
き
つ
づ
き
「
日
記
方
之
御
用
」
に
つ
い
て
、
「
御

用
向
御
用
番
御
年
寄
中
方
可
為
演
説
候
」
（
写
真
傍
線

部
②
）
と
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
日
記
の
御
用
向
き
に
つ

い
て
は
御
用
番
御
年
寄
か
ら
説
明
や
指
示
が
あ
っ
た
こ

「
国
元
日
記
」
の
編
さ
んとが

わ
か
る
。
そ
し
て
そ
の
続
き
を
よ
む
と
、
御
年
寄

の
指
示
だ
け
で
は
な
く
、
担
当
で
あ
る
大
目
付
も
気
を

つ
け
て
お
き
、
お
伺
い
を
た
て
な
が
ら
日
記
に
記
さ
せ

る
べ
き
と
い
う
日
記
編
さ
ん
の
方
針
を
読
み
取
る
こ
と

が
で
き
る
。

宝
永
六
年
三
月
二
十
八
日
に
は
、
「
御
領
分
寺
社
願

書
只
今
迄
者
日
記
二
留
来
候
得
共
、
御
奏
者
番
方
二
本

害
有
之
上
者
、
向
後
日
記
二
留
候
二
不
及
之
旨
、
今
日

於
御
用
所
御
用
番
よ
り
藤
本
十
兵
衛
承
之
二
付
、
向
後

可
略
之
候
」
と
あ
る
。
寺
社
願
書
に
つ
い
て
、
御
奏
者

番
方
に
記
録
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
今
後
は
日
記
に
記
す

必
要
が
な
い
こ
と
が
御
用
番
か
ら
大
目
付
で
あ
る
藤
本

へ
示
さ
れ
て
い
る
（
註
３
）
。
こ
こ
か
ら
、
「
国
元
日
記
」

に
記
す
べ
き
内
容
に
つ
い
て
、
実
際
に
御
用
番
が
大
目

付
へ
指
示
し
て
い
る
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
「
町
奉
行
日
記
」
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）

四
月
九
日
の
町
人
の
帰
住
宅
願
の
伺
い
、
八
月
九
日
の

追
込
差
免
の
伺
い
に
つ
い
て
、
大
目
付
は
「
御
日
記
」

に
記
録
し
な
い
と
い
う
判
断
を
し
た
と
い
う
記
述
が
あ

る
・
町
奉
行
か
ら
み
て
「
御
」
を
つ
け
る
べ
き
日
記
は
「
国

元
日
記
」
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
、
大
目
付
が
「
国
元
日
記
」

に
記
録
す
る
事
柄
を
あ
る
程
度
取
捨
選
択
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

「
国
元
日
記
」
の
編
さ
ん
に
つ
い
て
、
宝
永
六
年
以

降
は
、
御
用
番
御
年
寄
な
ど
の
指
示
に
よ
り
、
大
目
付

が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ

の
状
況
が
い
つ
ま
で
続
く
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
寛

政
元
年
（
一
七
八
九
）
七
月
八
日
に
は
、
大
目
付
と
害

役
が
「
御
日
記
二
認
方
不
宜
」
と
い
う
理
由
で
差
し
控

え
伺
い
を
出
し
て
い
る
か
ら
、
こ
の
時
期
も
「
国
元
日

記
」
の
編
さ
ん
の
中
心
に
大
目
付
が
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
ま
た
、
文
化
六
年
（
一
八
○
九
）
に
焼
失
し
た
「
国

元
日
記
」
の
再
編
に
あ
た
っ
て
担
当
と
な
っ
た
の
も
大

目
付
で
あ
っ
た
（
註
４
）
。

今
後
は
、
よ
り
詳
細
な
編
さ
ん
の
過
程
に
迫
っ
て
い

き
た
い
。

東
万
里
子
瀬
今
冬
農
も
邊
岼
溌
向

一
“
紗
Ａ
厚
や
吏
令
修
幻
蝉
”
し
タ
ツ
わ
ゆ
し
密
曝
き
州
，
｜
ｐ
Ｈ
‐
－
２

．
月

・
・
搾
挙
剛
州
泌
鋤
州
蠅
Ⅲ
銅
〃
峰
秘
剛
細
捌
側
伽
罎
脈
淵
癖

．
５

今

丞
、
帆
“
２
″
ｊ
〃
Ｊ
も
や
抄
吻
玲
ノ
◆
の
宏
班
扣
晋
だ
●
畳
。
搾
吟
＄
唯
ご
沙
Ｉ
応
・

ｃ
Ｑ
Ｕ
．
』
口

Ⅱ
■
令
Ｉ
△
■
妄
・
■
■
日
０
Ｆ
■
』
″
戸
Ｏ
ｒ
卜
Ｂ

（
註
ｌ
）
『
津
山
温
知
会
誌
』
第
十
三
編
「
文
定
公
御
初

入
天
保
三
年
壬
辰
五
月
十
八
日
御
着
城
当
日
御
用
所
日

記
写
」
の
内
容
と
「
国
元
日
記
」
の
該
当
部
分
が
ほ
ぼ

一
致
す
る
の
で
、
『
津
山
温
知
会
誌
』
が
出
版
さ
れ
た
こ

ろ
か
ら
「
御
用
所
日
記
」
Ⅱ
「
国
元
日
記
」
と
い
う
認
識

だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
註
２
）
「
国
元
日
記
」
は
目
録
分
類
上
付
さ
れ
て
い
る

名
称
で
あ
り
、
実
際
の
表
紙
に
は
「
日
記
」
と
だ
け
記

さ
れ
て
い
る
も
の
が
大
半
を
占
め
て
い
る
。
よ
っ
て
、
「
国

元
日
記
」
中
に
お
い
て
「
国
元
日
記
」
に
つ
い
て
記
さ

れ
る
と
き
に
は
「
日
記
」
「
御
日
記
」
と
表
記
さ
れ
る
。

他
の
日
記
に
つ
い
て
記
述
す
る
場
合
は
、
「
町
奉
行
日

記
」
な
ど
役
職
名
と
と
も
に
表
記
さ
れ
る
。

（
註
３
）
実
際
に
三
月
二
十
八
日
に
は
約
七
件
に
も
及

ぶ
寺
社
か
ら
の
願
い
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
っ
た
が
、

以
降
こ
の
日
ほ
ど
多
く
寺
社
の
願
い
に
つ
い
て
記
述
さ

れ
た
日
は
な
い
・
他
の
奉
行
と
の
関
係
が
あ
る
も
の
や
、

修
復
に
関
す
る
も
の
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
か

ら
も
、
「
国
元
日
記
」
中
に
出
て
く
る
「
日
記
」
と
い
う

表
現
が
、
他
の
日
記
で
は
な
く
「
国
元
日
記
」
を
さ
し

て
い
る
こ
と
を
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

藤
本
十
兵
衛
は
こ
の
年
の
十
二
月
二
十
三
日
に
「
大
目

付
藤
本
十
兵
衛
」
と
出
て
い
る
。
勤
書
で
は
こ
の
時

期
大
目
付
役
を
勤
め
た
の
は
藤
本
伴
右
衛
門
と
な
っ
て

い
る
が
、
「
藤
本
十
兵
衛
」
と
あ
る
国
元
日
記
の
褒
賞

記
事
と
勤
書
の
同
記
事
の
日
時
な
ど
が
一
致
す
る
か

ら
、
伴
右
衛
門
が
＋
兵
衛
と
名
乗
っ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。

（
註
４
）
「
焼
失
し
た
国
元
日
記
」
（
「
津
博
恥
沼
」
）

１
４
８
９
０
８
６
０
１
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
日
日
Ⅱ
Ⅱ
可
司
８
１
１
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資
料
紹
介

本
壺
は
、
津
山
市
日
上
に
所
在
す
る
日
上
天
王

山
古
墳
の
調
査
で
出
土
し
た
。
調
査
は
平
成
６
年

に
本
市
教
育
委
員
会
と
大
学
関
係
者
に
よ
り
組
織

さ
れ
た
日
上
天
王
山
古
墳
発
掘
調
査
団
に
よ
っ
て

確
認
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
た
（
註
１
）
。
本
墳
は
全

長
恥
・
９
ｍ
の
前
方
後
円
墳
で
、
川
原
石
に
よ
る

葺
石
が
め
ぐ
り
、
埋
葬
施
設
は
竪
穴
式
石
榔
２
基

が
つ
く
。
類
例
も
少
な
い
の
で
、
美
作
地
域
な
ど

の
類
例
も
含
め
て
紹
介
し
た
い
。

は
じ
め
に

津
山
郷
土
博
物

館
古
墳
時
代
の
展

示
コ
ー
ナ
ー
最
初

の
所
に
、
土
師
器

壷
の
口
縁
部
の
み

が
展
示
さ
れ
て
い

る
（
写
真
１
）
。

日
上
天
王
山
古
墳

出
土
の
二
重
口
縁

壺
の
一
部
で
あ
る
。

口
縁
部
の
み
で
全

体
は
復
元
で
き
て

い
な
い
の
で
少
々

わ
か
り
に
く
い
が
、

こ
れ
に
丸
い
胴
部

考
古
資
料
こ
の
一
点
②
ｌ
日
上
天
王
山
古
墳
の
二
重
口
縁
壺
Ｉ

一
一
Ｉ

＝』■I■■＝ｰ

ﾄー
写真1二重口縁壼

美
作
地
域
二
重
口
縁
壺
の
様
相
（
表
１
．
図
１
）

美
作
地
域
で
二
重
口
縁
壺
が
出
土
し
た
主
要
な

古
墳
は
表
１
の
と
お
り
で
、
図
１
に
集
成
し
て
い

る
。
１
の
日
上
天
王
山
古
墳
は
、
美
作
地
域
で
は
最

古
の
部
類
に
入
る
古
墳
で
、
そ
の
次
に
く
る
の
が

２
．
３
の
津
山
市
田
邑
丸
山
２
号
墳
（
註
２
）
な

ど
と
な
る
。
田
邑
丸
山
２
号
墳
は
、
全
長
㈹
ｍ
の

前
方
後
方
墳
で
、
埋
葬
施
設
は
竪
穴
式
石
榔
で
あ

る
が
盗
掘
を
受
け
て
い
る
。
副
葬
品
と
し
て
三
角

縁
神
獣
鏡
な
ど
複
数
の
鏡
が
出
土
し
た
と
さ
れ
る

が
、
所
在
は
不
明
で
あ
る
。
平
成
９
年
に
確
認
調

査
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
際
に
墳
丘
を
め
ぐ
る
葺

と
箱
式
石
棺
２
基
が
、
後
円
部
の
墳
丘
上
か
ら
検

出
さ
れ
た
。
中
心
の
石
榔
は
残
念
な
が
ら
盗
掘
を

受
け
て
い
て
、
副
葬
品
は
と
ん
ど
無
か
っ
た
が
、

第
２
石
榔
か
ら
は
、
鏡
（
振
文
鏡
）
１
面
と
鉄
器

が
出
土
し
た
。
本
壺
（
図
１
１
１
）
は
、
く
び
れ

部
付
近
の
ト
レ
ン
チ
か
ら
出
土
し
て
お
り
、
お
そ

ら
く
墳
丘
上
に
立
て
ら
れ
て
い
た
も
の
が
転
落
し

た
と
推
測
さ
れ
る
。
胴
部
の
破
片
も
あ
る
が
、
復

元
で
き
る
ほ
ど
破
片
が
な
い
。
頸
部
は
逆
ハ
の
字

に
直
線
的
に
開
き
ほ
ぼ
水
平
に
屈
曲
し
て
口
縁
が

つ
く
。
比
較
的
薄
手
に
作
ら
れ
て
お
り
、
色
調
は

暗
褐
色
、
３
，
角
の
砂
粒
を
多
く
含
む
。
胴
部
の

破
片
の
外
面
調
整
は
不
明
で
あ
る
。

No 古墳名

1 日上天王山古墳(津山市）

2 田邑丸山2号墳(津山市）

3 奥の前1号墳(津山市）

4赤峪古墳(鏡野町）

5 川東車塚古墳(真庭市）

6久米三成4号墳(津山市）

7近長丸山l号墳(津山市）

8 近長丸山2号墳(津山市）

9近長丸山3号墳(津山市）

10東花穴1号墳(鏡野町）

1l 東花穴2号墳(鏡野町）

12有本7号墳(津山市）

13兼田丸山古墳(津山市）

墳形(規模:m)

前方後円墳(56.9）

前方後方墳(40）

前方後円墳(68）

前方後円墳(45）

前方後円墳(59.1）

前方後方墳(35）

円墳(20）

方墳(12）

方墳(7.8）

方墳(14.5）

方墳(6.3）

方墳(15.8）

不明

馴
測
嗣
一
澗
荊
嗣
荊
捌
一
制
一
測
一
澗
荊
荊
嗣

出土場所

くびれ部

墳丘全体

くびれ部

後円部木棺外

墳丘全体

くびれ部

土器棺

周溝内

周溝内

土器棺

周溝内

土器棺

箱式石棺内

図
－
１
｜
麹
－
４
ｌ
５
ｌ
６
ｌ
７
ｌ
８
ｌ
９
ｍ
－
ｕ
ｌ
廻
一
恥

註
－
１
ｌ
２
－
４
ｌ
５
ｌ
６
ｌ
７
ｌ
ｍ
－
ｍ
｜
加
一
ｕ
－
ｕ
ｌ
胆
一
過

小

郷

利
幸15

表1 美作地域二重口縁壺出土古墳一覧
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図1 美作地域と畿内の二重口縁壺(S=1 :8)
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石
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
周
囲
か
ら
壺
が
出
土
し
た
。

壺
は
か
な
り
の
個
体
数
あ
り
、
頸
部
が
や
や
逆
ハ

の
字
に
直
線
的
に
開
き
、
水
平
に
屈
曲
し
外
反
す

る
口
縁
が
つ
く
。
頸
部
の
長
さ
に
よ
り
２
つ
の
タ

イ
プ
の
も
の
が
あ
る
。
頸
部
か
ら
胴
部
に
か
け
て

の
外
面
に
ハ
ケ
が
施
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
部
分
に

竹
菅
文
を
施
し
た
も
の
も
見
ら
れ
る
。
胴
部
の
内

面
は
へ
う
削
り
で
あ
る
。
こ
の
竹
菅
文
を
施
す
土

器
は
、
山
陰
地
方
や
播
磨
地
方
に
見
ら
れ
る
特
徴

で
も
あ
る
（
註
３
）
。

４
は
津
山
市
奥
の
前
１
号
墳
（
註
４
）
出
土
で
、

石
棺
か
ら
鏡
な
ど
の
出
土
が
知
ら
れ
て
お
り
、
確

認
調
査
が
そ
の
後
実
施
さ
れ
た
。
全
長
銘
ｍ
の
前

方
後
円
墳
で
埋
葬
施
設
は
後
円
部
に
石
棺
と
前
方

部
に
木
棺
が
あ
る
。
石
棺
か
ら
は
鏡
（
内
行
花
文

鏡
）
、
鉄
鍍
、
短
甲
な
ど
が
、
木
棺
か
ら
は
鏡
（
内

行
花
文
鏡
）
、
鉄
刀
や
玉
製
品
が
出
土
し
た
。
壺
は

く
ぴ
れ
部
か
ら
出
土
し
、
頚
部
が
直
線
的
で
は
無

く
外
反
し
て
開
き
口
縁
が
つ
く
タ
イ
プ
で
あ
る
。

頚
部
か
ら
胴
部
外
面
は
ハ
ケ
、
胴
部
内
面
は
へ
う

削
り
で
あ
る
。
こ
れ
は
か
な
り
大
形
の
壺
で
あ
る

が
、
こ
れ
以
外
に
口
縁
が
垂
直
に
立
ち
上
が
る
さ

ら
に
大
形
の
も
の
も
あ
る
。

５
は
器
形
全
体
が
わ
か
る
も
の
で
、
鏡
野
町
赤

峪
古
墳
（
註
５
）
出
土
で
、
確
認
調
査
が
実
施
さ

れ
た
。
全
長
妬
ｍ
の
前
方
後
円
墳
で
埋
葬
施
設
は

後
円
部
に
木
棺
と
前
方
部
に
箱
式
石
棺
が
あ
る
。

木
棺
か
ら
鏡
（
盤
龍
鏡
）
、
勾
玉
な
ど
が
出
土
し
、

そ
の
近
く
か
ら
壺
が
出
士
し
て
い
る
。
壺
の
頸
部

は
４
と
同
じ
く
外
反
し
て
開
き
口
縁
が
つ
く
タ
イ

プ
で
あ
る
。
底
部
は
丸
底
で
１
箇
所
穿
孔
が
あ
る
。

胴
部
外
面
に
は
ハ
ヶ
が
見
ら
れ
、
肩
付
近
に
は
へ
号
墳
や
川
東
車
塚
古
墳
は
こ
れ
ら
二
重
口
縁
壺
の

ラ
に
よ
る
文
様
が
巡
り
、
内
面
は
へ
う
削
り
で
あ
個
体
数
が
多
く
、
墳
丘
全
体
か
ら
の
出
土
が
見
ら

る
。
れ
る
も
の
の
、
日
上
天
王
山
古
墳
や
そ
の
他
の
古

６
は
真
庭
市
川
東
車
塚
古
墳
（
註
６
）
出
土
で
、
墳
は
そ
れ
程
多
く
な
い
。
た
だ
く
ぴ
れ
部
付
近
の

確
認
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
全
長
弱
・
１
ｍ
の
前
出
土
や
埋
葬
施
設
付
近
が
多
い
こ
と
か
ら
、
少
な

方
後
円
墳
で
埋
葬
施
設
は
粘
土
榔
で
あ
る
。
盗
掘
く
と
も
く
び
れ
部
を
中
心
と
し
た
墳
丘
上
に
配
置

を
う
け
て
お
り
、
鏡
片
、
刀
子
が
出
土
し
た
。
壺
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

は
墳
丘
全
体
か
ら
出
土
し
、
個
体
数
も
多
い
。
頸
次
に
円
墳
、
方
墳
の
事
例
を
見
て
み
た
い
。

部
は
逆
ハ
の
字
に
直
線
的
に
開
き
、
屈
曲
し
て
口
８
～
岨
は
津
山
市
の
近
長
丸
山
古
墳
群
（
註

縁
が
つ
き
、
胴
部
は
球
形
に
近
い
タ
イ
プ
に
復
元
岨
）
出
土
で
、
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
８
は

さ
れ
る
。
外
面
全
体
と
内
面
頸
部
ま
で
に
ヘ
ラ
ミ
直
径
別
ｍ
の
円
墳
の
土
器
棺
、
９
は
一
辺
ｎ
ｍ
の

ガ
キ
を
施
し
、
底
部
は
丸
底
と
な
ら
ず
穿
孔
が
見
２
号
墳
、
皿
は
一
辺
７
．
８
ｍ
の
３
号
墳
出
土
で

ら
れ
る
。
あ
る
。
８
は
頚
部
は
外
反
し
て
開
き
、
垂
直
に
立

７
は
津
山
市
久
米
三
成
４
号
墳
（
註
７
）
出
土
で
、
ち
上
が
る
口
縁
で
、
胴
部
が
卵
形
で
平
ら
な
底
部

発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
全
長
弱
ｍ
の
前
方
後
が
あ
る
。
胴
部
外
面
に
は
ハ
ケ
が
見
ら
れ
る
。
９

方
墳
（
註
８
）
で
、
後
方
部
と
前
方
部
に
そ
れ
ぞ
は
口
縁
部
片
、
岨
は
頸
部
が
ほ
ぼ
垂
直
に
立
ち
上

れ
箱
式
石
棺
が
あ
る
。
後
方
部
か
ら
人
骨
２
体
と
が
り
、
胴
部
と
の
境
に
断
面
三
角
形
の
貼
付
け
突

鏡
（
変
形
四
獣
鏡
）
、
鉄
剣
、
勾
玉
な
ど
が
、
前
方
帯
が
つ
き
、
胴
部
外
面
に
は
ハ
ケ
が
見
ら
れ
る
。

部
か
ら
は
２
体
の
人
骨
の
み
出
土
し
た
。
壷
は
く

ｕ
・
皿
は
鏡
野
町
東
花
穴
古
墳
群
（
註
Ⅱ
）
出

ぴ
れ
部
付
近
か
ら
出
土
し
、
破
片
か
ら
の
復
元
で
土
で
、
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
ｕ
は
一
辺
Ⅲ
．

あ
る
が
、
外
反
し
て
開
く
頸
部
に
口
縁
が
つ
き
、
５
ｍ
の
１
号
墳
の
土
器
棺
に
使
用
さ
れ
た
。
頚
部

底
部
が
丸
底
に
な
ら
な
い
タ
イ
プ
で
あ
る
。
ま
た
、
は
外
反
し
開
き
、
垂
直
に
立
ち
上
が
る
口
縁
で
、

最
近
で
は
人
骨
の
年
代
測
定
結
果
も
報
告
さ
れ
、
や
や
肩
の
張
っ
た
胴
部
で
平
ら
な
底
部
で
あ
る
。

４
世
紀
中
頃
か
ら
後
半
の
時
期
が
指
摘
さ
れ
て
い
胴
部
外
面
が
ハ
ケ
、
内
面
が
へ
ラ
削
り
で
あ
る
。

る
（
註
９
）
。
児
は
一
辺
６
．
３
ｍ
の
２
号
墳
の
周
溝
内
か
ら
出

以
上
が
前
方
後
円
墳
、
前
方
後
方
墳
の
類
例
で
土
で
１
に
近
い
口
縁
部
片
で
外
面
に
竹
菅
文
が
め

あ
る
。
二
重
口
縁
壺
は
概
ね
頸
部
が
直
線
的
に
開
ぐ
る
。
こ
れ
は
１
号
墳
か
ら
の
流
れ
込
み
の
可
能

く
も
の
か
ら
外
反
す
る
も
の
に
、
底
部
は
明
瞭
で
性
も
あ
る
。

は
な
い
が
丸
底
に
穿
孔
が
見
ら
れ
る
も
の
か
ら
底
旧
“
Ｍ
は
津
山
市
の
有
本
７
号
墳
（
註
塑
出

が
無
く
な
る
も
の
に
変
遷
す
る
。
ま
た
、
確
認
調
土
で
、
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
一
辺
娼
・
８

査
が
多
い
た
め
明
瞭
で
は
な
い
が
、
田
邑
丸
山
２
ｍ
の
方
墳
で
、
別
々
の
土
器
棺
に
使
用
さ
れ
て
い

’
Ｉ
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る
。
Ｂ
は
頚
部
が
外
反
し
て
開
き
、
口
縁
が
垂
直

に
立
ち
上
が
る
。
胴
部
が
球
形
に
近
く
、
胴
部
の

内
外
面
と
も
ハ
ケ
で
、
平
ら
な
底
部
を
も
つ
。
Ｍ

は
頸
部
は
外
反
し
て
開
き
、
口
縁
が
付
く
タ
イ
プ

で
５
に
近
い
。
胴
部
外
面
は
ハ
ケ
で
あ
る
。

賜
は
津
山
市
兼
田
丸
山
古
墳
（
註
Ｂ
）
出
土
で

墳
丘
形
態
は
不
明
で
あ
る
。
明
治
時
代
に
箱
式
石

棺
が
２
基
検
出
さ
れ
、
そ
の
内
の
１
号
石
棺
内
か

ら
出
土
し
た
（
枕
に
使
用
か
）
。
や
や
直
線
的
に
立

ち
上
が
り
、
外
反
し
て
口
縁
が
つ
く
。
胴
部
外
面

は
ハ
ケ
、
内
面
は
へ
う
削
り
で
あ
る
。

以
上
、
円
墳
や
方
墳
の
例
は
こ
れ
ら
壺
を
棺
桶

と
し
て
使
用
し
た
も
の
が
多
く
見
ら
れ
、
土
器
棺

用
に
特
別
に
作
ら
れ
た
、
大
形
の
も
の
の
よ
う
で

あ
る
。
い
ず
れ
も
口
縁
が
ほ
ぼ
垂
直
に
立
ち
上
が

り
、
胴
部
は
肩
が
張
る
も
の
、
卵
形
や
球
形
に
近

い
も
の
な
ど
様
々
な
タ
イ
プ
が
あ
る
。
ｕ
は
肩
が

張
り
や
や
古
い
タ
イ
プ
の
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ

ら
の
中
に
は
時
期
差
も
あ
ろ
う
が
、
口
縁
や
胴
部

の
調
整
に
地
域
色
が
か
な
り
見
ら
れ
る
よ
う
で
あ

る
。
二
重
口
縁
壺
に
つ
い
て
は
、
前
方
後
円
（
方
）

墳
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
墳
丘
上
に
並
べ
ら
れ
た
も

の
も
あ
る
が
、
円
・
方
墳
で
は
土
器
棺
使
用
例
が

見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
前
方
後
円
（
方
）
墳
の
場

合
と
は
、
若
干
使
用
方
法
が
異
な
っ
て
い
る
も
の

が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

参
考
ま
で
に
畿
内
の
二
重
口
縁
壺
の
例
を
随
に

示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
奈
良
県
桜
井
市
の
桜
井
茶

臼
山
古
墳
（
註
叫
）
の
壺
で
あ
る
。
桜
井
茶
臼
山

古
墳
は
全
長
２
０
７
ｍ
の
前
方
後
円
墳
で
あ
る
。

壺
は
頸
部
が
直
線
的
に
立
ち
上
が
る
タ
イ
プ
で
１

以
上
、
美
作
地
域
の
特
に
前
期
古
墳
の
二
重
口

縁
壺
の
特
徴
と
変
遷
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
さ

ら
に
こ
れ
ら
壷
を
伴
う
古
墳
に
は
、
埴
輪
は
ほ
と

ん
ど
見
ら
れ
な
い
特
徴
が
有
り
、
こ
れ
は
前
方
後

円
（
方
）
墳
以
外
の
円
・
方
墳
に
も
言
え
る
こ
と

の
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
逆
に
埴
輪
を
伴
う
美
和
山
１
号
墳
（
全
長

別
、
、
註
Ⅳ
）
や
先
述
し
た
奥
の
前
１
号
墳
な
ど
は
、

後
者
は
壺
を
伴
う
も
の
の
、
個
体
数
も
そ
れ
ほ
ど

多
く
は
な
く
、
い
ず
れ
も
埴
輪
が
主
体
と
言
う
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
美
作
の
前
期
の

首
長
墳
に
お
い
て
は
、
土
師
器
二
重
口
縁
壺
の
み

と
埴
輪
（
一
部
で
壷
を
伴
う
）
を
も
つ
２
系
列
が

存
在
す
る
と
考
え
て
い
る
。
ち
な
み
に
日
上
天
王

山
古
墳
の
よ
う
な
二
重
口
縁
壼
の
場
合
で
言
う
と
、

日
上
天
王
山
古
墳
↓
田
邑
丸
山
２
号
墳
↓
赤
峪
古

墳
と
お
お
ま
か
に
変
遷
す
る
。
こ
れ
ら
の
下
に
近

長
丸
山
古
墳
群
や
有
本
古
墳
群
の
円
・
方
墳
が
位

置
す
る
構
図
が
読
み
取
れ
る
。
た
だ
、
赤
峪
古
墳

の
よ
う
な
全
長
妬
、
ク
ラ
ス
の
古
墳
で
言
え
は
、

例
え
ば
加
茂
川
流
域
の
近
長
四
つ
塚
２
号
墳
（
前

や
３
は
頚
部
か
ら
上
の
形
態
が
良
く
似
て
い
る
。

ま
た
、
畿
内
地
域
の
二
重
口
縁
壺
は
、
口
縁
部

の
接
続
形
態
か
ら
分
類
変
遷
す
る
（
註
脂
）
と
さ

れ
て
お
り
、
筆
者
は
そ
れ
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
美

作
地
域
の
諸
例
を
以
前
に
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る

（
註
陥
）
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
日
上
天
王
山
古
墳
や

田
邑
丸
山
２
号
墳
、
川
東
車
塚
古
墳
の
グ
ル
ー
プ

か
ら
久
米
三
成
４
号
墳
に
変
遷
す
る
よ
う
で
、
美

作
地
域
も
大
筋
に
は
畿
内
と
ほ
ぼ
同
様
な
変
遷
が

お
え
る
と
考
え
て
い
る
。

方
後
円
墳
、
妬
、
、
註
肥
）
や
滝
川
流
域
の
田
井

高
塚
古
墳
（
前
方
後
方
墳
、
躯
、
、
註
旧
）
の
よ
う
に
、

河
川
の
支
流
域
ご
と
に
あ
る
程
度
見
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
二
重
口
縁
壺
の
出
士
は
知
ら
れ
て
い
な
い

も
の
も
多
い
が
、
こ
れ
ら
河
川
の
支
流
域
ご
と
に

妬
、
ク
ラ
ス
の
前
方
後
円
（
方
）
墳
を
頂
点
と
し
、

そ
の
下
に
円
墳
・
方
墳
が
見
ら
れ
る
と
い
っ
た
序

列
が
、
水
系
ご
と
に
あ
る
程
度
整
っ
て
い
た
こ
と

が
推
測
さ
れ
る
。

お
わ
り
に

日
上
天
王
山
古
墳
の
二
重
口
縁
壼
の
紹
介
を
か

ね
て
同
様
な
壷
の
変
遷
を
考
え
た
。
さ
ら
に
美
作

地
域
の
前
期
首
長
墳
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
二
重

口
縁
壺
の
み
と
埴
輪
（
一
部
で
壷
を
伴
う
）
を
も

つ
２
系
列
が
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
前
者

は
畿
内
の
二
重
口
縁
壺
の
変
遷
に
も
同
調
し
な
が

ら
、
小
形
の
円
・
方
墳
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

在
地
的
な
支
配
体
制
の
産
物
と
し
て
捉
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
逆
に
後
者
は
埴
輪
と
い
っ
た
新
規
の

産
物
を
伴
う
も
の
で
、
吉
備
地
方
南
部
の
埴
輪
を

持
つ
古
墳
と
の
関
連
性
が
考
え
ら
れ
る
。
特
に
美

作
で
は
時
期
的
な
変
遷
の
中
で
は
、
盟
主
的
な
大

形
前
方
後
円
（
方
）
墳
に
の
み
埴
輪
が
見
ら
れ
る

よ
う
で
あ
る
。
こ
の
場
合
も
古
墳
の
規
模
で
い
え

ば
、
吉
備
南
部
で
は
こ
の
時
期
全
長
が
１
０
０
ｍ

を
越
す
も
の
が
多
く
見
ら
れ
る
（
註
別
）
の
に
対
し
、

美
作
で
は
最
大
で
も
帥
か
ら
帥
ｍ
に
制
限
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
に
当
時
の
政
治
的
な
支

配
体
制
の
一
端
が
如
実
に
反
映
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
稿
を
あ
ら
た
め
た
い
。

唖
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（
９
）
清
家
章
・
坂
本
稔
・
瀧
上
舞
２
０
２
１
「
岡

山
県
内
古
墳
出
土
人
骨
の
年
代
学
的
調
査
」
『
国
立

歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
第
２
２
８
集
』

（
叩
）
津
山
市
教
育
委
員
会
１
９
９
２
「
近
長
丸
山

古
墳
群
」
『
津
山
市
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
第

後
円
墳
集
成
中
国
・
四
国
編
」

註（
１
）
津
山
市
教
育
委
員
会
・
日
上
天
王
山
古
墳
発

掘
調
査
委
員
会
１
９
９
７
「
日
上
天
王
山
古
墳
」
「
津

山
市
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
第
帥
集
』

（
２
）
津
山
市
土
地
開
発
公
社
・
津
山
市
教
育
委
員

会
２
０
０
０
「
田
邑
丸
山
古
墳
群
ほ
か
」
『
津
山
市

埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
第
印
集
』

（
３
）
註
（
２
）

（
４
）
澤
田
秀
実
２
０
２
０
「
奥
の
前
１
号
墳
」
『
新

修
津
山
市
史
資
料
編
考
古
』

（
５
）
鏡
野
町
史
編
集
委
員
会
・
鏡
野
町
教
育
委
員

会
２
０
０
０
「
赤
峪
古
墳
」
『
鏡
野
町
埋
蔵
文
化
財

発
掘
調
査
報
告
第
６
集
』

（
６
）
倉
林
眞
砂
人
ほ
か
２
０
０
４
『
川
東
車
塚
古

墳
の
研
究
』
吉
備
人
出
版

（
７
）
岡
山
県
教
育
委
員
会
１
９
７
９
「
久
米
三
成

４
号
墳
富
岡
山
県
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
型

（
８
）
筆
者
は
本
墳
に
つ
い
て
方
墳
２
基
の
可
能
性

を
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
後
周
辺
地
域
で
前

方
後
方
墳
が
発
見
さ
れ
た
事
な
ど
か
ら
、
こ
こ
で

は
前
方
後
方
墳
と
し
て
取
り
扱
う
。

小
郷
利
幸
１
９
９
１
「
久
米
三
成
４
号
墳
」
『
前
方

（
、
）
立
石
盛
詞
２
０

野
町
史
考
古
資
料
編
』

立
石
盛
詞
２
０

刎
集
』

０
０
「
東
花
穴
古
墳
群
」
『
鏡

（
、
）
津
山
市
教
育
委
員
会
１
９
９
７
「
有
本
古
墳

群
室
津
山
市
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
第
弱
集
』

（
田
）
本
村
豪
章
１
９
７
４
「
美
作
・
津
山
市
兼
田
丸

山
古
墳
出
土
遺
物
の
研
究
舅
三
口
閏
口
巨
ｚ
ｏ
・
鵠
望

（
Ｍ
）
奈
良
県
教
育
委
員
会
１
９
６
１
『
桜
井
茶
臼

山
古
墳
Ｉ
附
櫛
山
古
墳
‐
坐

（
旧
）
野
々
口
陽
子
１
９
９
６
「
い
わ
ゆ
る
畿
内
系

二
重
口
縁
壼
の
展
開
」
『
京
都
府
埋
蔵
文
化
財
論
集

第
３
集
』
（
財
）
京
都
府
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
セ

ン
タ
ー

（
肥
）
註
（
２
）

（
Ⅳ
）
津
山
市
教
育
委
員
会
１
９
９
２
「
史
跡
美
和

山
古
墳
群
」
『
津
山
市
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告

第
躯
集
』

（
肥
）
小
郷
利
幸
１
９
９
５
「
近
長
四
シ
塚
古
墳
群

墳
丘
測
量
調
査
報
告
」
『
年
報
津
山
弥
生
の
里
第
２

ロ
言
』
（
旧
）
倉
林
眞
砂
人
２
０
０
０
「
田
井
高
塚
古
墳
喜
美

作
の
首
長
墳
』
吉
備
人
出
版

（
別
）
例
え
ば
岡
山
市
の
中
山
茶
臼
山
古
墳
（
前
方

後
円
墳
・
全
長
約
１
０
５
ｍ
）
、
尾
上
車
山
古
墳
（
前

方
後
円
墳
・
全
長
約
１
３
８
ｍ
）
な
ど

〆 、 〆 、
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